リモートセンシング学会講演論文原稿の書き方 (12ポイント太字)

Style manual for abstracts of the annual meeting of RSSJ

○新宿太郎1・ 渋谷花子2　(10 ポイント)

Taro Shinjuku and Hanako Shibuya
Abstract : This is a style example in preparing a paper of the annual meeting of the Remote Sensing Society of Japan. This abstract and captions of figures and tables should be written in English. The abstract in English should be limited within 100 words. Captions of figures and tables should be started as in Fig.1, Fig.2, Table 1 and so on.  ( 9ポイント)

Keywords :  abstract, captions of figures, annual meeting.

1. 用紙（章の表記 : ボールド、ゴシック体等）
　Ａ４判 (21.0cm×29.7cm) の白紙（縦置き）で指定の余白（上：26mm、下：26mm、左：21mm、右：21mm）をとり、ワードプロセッサ等により執筆して下さい。
2. フォント

　和文（明朝系）、英文（Times系）を使用して下さい。

3. 表題、氏名、所属 (和文および英文)

　i) 表題は12ポイントの文字を使用し、１ページ目の中央に邦文・英文の順にお書きください。（本文が英文の場合は英文タイトルのみ）。発表者には○印を付けてください。英文の表題は、最初の文字のみ大文字、以下小文字で記入してください。なお、表題及び著者名は申込書の通り記載してください（変更はできません）。

  ii) 邦文氏名には氏名の右肩に番号を記入し、所属機関の記載と対応させて下さい。所属機関は１ページ目左下に経線で本文と区別し、まとめて列記して下さい（下記例参照）。なお、文字サイズは若干小さめにして下さい。

　iii) 所属機関の後に、所在地、電話番号、E-mailを記載して下さい。

4. 英文アブストラクト
  100Words以内で英文アブストラクトを書いてください。フォントサイズは9ポイントです。”Abstract: “は、９ポイント、ボールド、斜体として下さい。

5. キーワード

  英文アブストラクトの後に、数個のキーワード
を記入して下さい。”keywords: “は、９ポイント、ボ

ールド、斜体として下さい。

6. 本文

  i) 文字は9または10ポイントとして下さい。
　ii) １ページあたりの文字数が片段25字×50行程度となるように、文字間隔ならびに行間隔を設定して下さい。
 iii) 文章は２段組としてください（厳守）。なお、本文例のように段の間の中央部分には5mm程度の空白を設けてください。

7．図表・写真

  図表のタイトルならびに説明文は（図表内を含む）英文で記載してください ( Fig.1, Fig.2, Table. 1　などとする)。

          Fig.1. Sample Image.
8. 文献
  i)  本文中の引用箇所には、文章中の右肩に小片括弧を付した番号を記入し、文献を明記してください。

  ii) 文献は末尾に、次の形式でまとめて明記してください。

【参考文献】1) 著者名：論文題名、雑誌名、巻、号、pp○-○、発行年

2) 著者：書名、pp○-○、発行所、発行年

9. その他

 i)　総ページ数は２ページまたは4ページです。

10. ファイル名　

　ファイル名は　FamilyNameFirstName.doc として下さい（例：ShinjukuTaro.doc ）。

11. 講演申し込みと講演論文原稿の提出
  発表申込および原稿投稿は、Webページからの受付となります。(http://www.rssj.or.jp) 
1正会員　(株)○○


2学生会員　○○大
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(連絡先　Tel; ○○—○○○、E-mail; � HYPERLINK "mailto:%81%9B%81%9B%81%9B@RSSJ.co.jp" ��○○○@RSSJ.co.jp� )
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